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北大水産重量報
25(3)，238ー246.1974. 

魚群探知機でみた北部日本海沖のスルメイカの遊泳層について

鈴木恒由*.田代征秋**・山岸吉弘**

Studies on the Swimming Layer of Squid Todarode8 pacificu8 

Steenstrup as Observed by a Fish Finder in the 0貸shore

Region of the Northern Part of the Japan Sea 

Tsuneyoshi Suzu回*， Masatoki TAS目前料 and

Yoshihiro YAMAGISHI** 

Abstract 

During 1-15 September 1972，阻d6ー.21 September 1973， studies onもhe
swimming 1ayer of squid were c晶rriedout in the offshore region ofもheNorthern 
p紅色 ofthe Ja伊，nSea by色wokinds of u1trasonic fish finders， e.g. 200 KHz (ha1f 
power組 gle30

) and 75KHz (ha1f power ang1e 80
) which can reω，rd抗 thesame 

time on bo品，rdthe RjV Koyo・Maru(113.18 私)be10nging to Hakod晶旬 Fisheries 
Experimen伽 1S加もion.

The resu1ts of the observ抗ionsare summ町四das follows: 
1. There are c1ear thermoclines in the J apan Sea c晶usedbyぬ.eproper co1d 

water mass in Japan Se品. Using a fish白lderinぬis位回 oneorも，woscattering 
1ayers caused by the thermoc1inesωdescribedぬoveh晶，vebeen re∞，rded. The 
squid image is mainly reω，rded beも，weenthe upper scattering 1ayer and the 10wer 
one制日:hownin Fig. 2 (晶)andもhehigh de田 ityar，回 ofsq凶dis recorded from 
60 m to 70 m depth under the 10wer scat旬，ring1aterωshown in Fig. 2 (b). 

2. The squid im乱geand scat旬，ring1ayer of色刷自品，re晶晶，rereω，rded more 
c1同 r1ywith 200KHz出品nwiぬ 75KHz.

3. The squid im晶ge晶ppe品，rs(ship自 speed晶，bout9 Knots inもhist凶 .e) in 
spind1e sh品，pesof which the exac七size 日ω1cu1晶もedω5  m to 20 m horizontally 
叩 d5 m to 10 m vertically. 

4. Squid呂田msto be晶，b1e句 inh晶biも品目 10w品目 3.500 waterぬmp倒的町e
presumed for the deepe凶 1ayerof squid image. 

緒言

日本海沖合のスルメイカ漁業が開発されてから，その規模は年々拡大しており， 関係の水研・水試

では，予報事業ならびに漁業学的見地から，日本海沖合!C生息するスルメイカの生態学的挙動を知る

ため，多大の努力をはらっている。 ζのうち魚群探知機によるスルメイカの探索については，二，三

報告があるが未だ充分とはいえない。筆者らは，将来魚探機によってスルメイカの資源量を推定する

必要のあることから， 1972年来その基礎的資料をうるため調査を行っているが，とりあえずその遊泳

層について二，三知見を得たので報告する。調査の機会を与えられた北海道立函館水産験試場長田中

*北海道大皇学詳水産学部漁業測器学講座(伊La1Jo仰rGωUOI吻yo，ザ11削 t叩，慨?叫悦乱切e1協叫'ttEn吋z吻g仇e“附沼籾r
qザfFi勾8恥加heriバiω Bok.加仙 Uni仰 U仰附邑げ例州T潤:r8i，“t均句削) 

紳北海道立函館水産試験場 (Bok.加必oB，αk.oぬteFi8he巾 8E:噌 erimentalStat必n)
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正午氏，同漁業資源部長小杉寛夫氏，器機の貸与を承諾された株式会社沖海洋エレクトロニクス(当

時株式会社産研)，有力な助言を与えられた北海道大学水産学部石田正己教授ならびに調査に協力い

ただいた函館水産試験場調査船光洋丸 {113.18トン)鞍留船長以下乗組員K深謝します。

資料および方法

1972年9月1日一15日， 1973年9月6日ー21日 ，函館水産試験場調査船光洋丸fL産研製ニ周波同

時併記式魚群探知機 WSL-3型， Wide 320 (周波数 200KHz， 75KHz紙送リ速度 12mm/分，指向角

(半減半角)200KHz 30
， 75KHz80

，記録紙幅 32mm}を垂直方向に国定し，航行中および漁獲中fL

常時作動させて，えられた記録からスルメイカと恩われる記録を釣獲により確認すると共fL， 海洋観

測の結果とも照合した。図1は調査海区の海洋観測定点と操業定点を示す。

27 25 23 21 
‘ ' ' . . 44'N 

11 13 15 17 19 . ' . . . a . 43 

9 7 5 3 d . . . ' . . . . 42 

33 31 29 . . . . 41 

136 138 140 14tE 

Fig. 1. Locations of hydrographic 凶抗ions組 dexperimental squid fishing in September 
1972 and Sep七ember1973. 

結果

図2(a)， (b)， (c)は記録の一部を示す。 本海々況の特徴として，上層の対流圏のすぐ下層に日本

海固有冷水が分布している。 ζの固有冷水は，本土および北海道沿岸では，対島暖流のため 150-2∞
m以深に分布するが，沖合fL行くに従って5O-70mと次第に浅くなり，沿海州近海では 20-30m戸層

iとまで上昇する。図 3は St.19， 22， 26の水温， 塩分の垂直分布を示したもので， 沿岸から沖合fL行

くに従って固有冷水が次第に浅層にまで上昇してくる状態をよく示している。従って表層水と固有冷

水の聞は，極度の躍層を形成するため， ζζで魚群探知機を使用すると， 乙の躍層が魚探機の記録fL

図21乙示すような顕著な一層またはニ層の散乱層として記録される。

ζの海区の散乱層の周波数fL対する一般的特性は，図 2(a)で示すように二層の散乱層が記録され

る場合は， 200KHzでは上部，下部ともに明瞭に記録されるが， 75KHzでは下部の散乱層がや』不

明瞭になる。散乱層の一般的傾向として比較的沿岸fL近い水域では，一層のみであるが， 沖合fL行く

に従って次第に明瞭なニ層が記録されるようになる。
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Fig. 3. 町picalも，ypeof vertical distribuもionof w，拘r句mperat鵬乱nd脇 linityin伽

northem p晶凶 ofもheJ晶，panSea. 

スルメイカ群の記録は，上部散乱層から下部散乱層にかけている。図4はSt.21-26問の水温，塩

分の垂直断面図にスルメイカの映像の分布状態，散乱層の状態を模式的に示したものである。 乙の外

比較的分布密度の高い水域では，図2(b)のごとく下部散乱層の下6O-70m層にも分布している。

試験船光洋丸の航走速力は約9ノットであり， ζの速力による航行中のスルメイカ群の記録の特徴は，

前記性能の魚探機によると，図2でわかるように縦に細長い紡錘型である。 との魚探記録にあらわれ

た群の大きさは，船速および記録紙の紙送り速度から計算すると， 進行方向K対して水平に 5-20m，

深さの方向K5-10mの広がりをもつものである。釣獲試験の結果分布密度の高い水域ほどζの紡錘

型の記録数も多い。図2(a)はその多いときのものである。

考察

結果の項でのぺたように，スルメイカ群の吠像は主として上部散乱層から下部散乱層にかけて分布

している。乙のζ とは，図 3，図4でわかるように水温，塩分の垂直傾度の大きいと乙ろに相当して

いる。名角ら1)および名角2)による大和堆附近の魚探機による調査によると，スルメイカの映像，上

限は，表層散乱層の下層K位置しているのが特徴的であるとしている。今回の調査でも上記のように

その傾向は強いが，乙の海区では必ずしも上部散乱層の下層のみに限定されるものではなく，図2(c) 

で示している様に上部散乱層の上辺にもしばしば映像がみられた。また映像の下部については， やは

り名角のによるとほぼ 50C以上の第二躍層より上層にあるとしているが，図2(b)でみる Cとく，群

密度の高いと ζろでは，下部散乱層のさらに下の 50-70m層にも多数分布している ζとからも，分

布の範囲をこの海区では上部散乱層と下部散乱層の聞のみと限定する ζとは， いささか無理があるよ

ううに恩われる。生息水温の下限については，従来 40_50Cりのりといわれているが， たとえば図2
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Fig. 4. Vertic晶1distribution of hydrogr叩 hicconditions and schem姉icrepresentations 
of the squid im品，geand scat旬ringlayer observed September 12-15， 1972. 

(b)のスルメイカ映像の下限記録深度は， 70-75mであり， ζのときの水温は図4でみると 3.50Cで

ある。乙のほか釣獲中映像の上昇記録深度6) と海況を照合すると， 3.0-3.50Cまでは生息が可能であ

るζとがうかがえる。仮K3.0oCを生息の下限水温と考えても，日本海の場合，沖合にゆくに従って，

日本海固有冷水のためその分布可能水深は沿岸K比べて極めて浅く，精々 60-80m層以浅に限定され

る乙とになり， ζれが日本海沖合におけるスルメイカの垂直分布の特徴ともいえる。従って， 日本海

沖合漁場の場合，魚探機によりスルメイカの映像水深を知るととも K，水温の垂直分布を知れば， 能

率的な釣糸の長さを決定出来るので，漁獲効率の向上にも役立つものと恩われる。

釣獲されたスルメイカは， St. 21， 20， 1. 28以東の沿岸部では冬生れの群が主体で， St. 22， 18， 2， 

29以西の沖合では秋生れ群が主体であったη。特Kスルメイカの映像記録も多く好漁であったのは

St. 25-23， St. 15-17， St. 3-5であった。図5は当時の表層および 50m層の水温水平分布を示

したものであるが， St. 22， 18， 2を結ぶ線附近が極前線帯に相当している ζ とから，系統群としての

泊遊も異なりめの10)11)， 分布自体も潮境附近K密集したものと推察される。従って， 今までのぺTこス

ルメイカの記録は，おもに秋生れ群のものであると判断される。

要約

1. 日本海沖合は，表層水の下に日本海固有冷水が分布するため，表層水と閤有冷水の伺が顕著な躍

層になっている。 ζの躍層の深さは，北部日本海の9月については，沖合に行くに従って 50-70m

層， 3O-50m層， 20-40m層と次第に浅くなる。 ζのようなと ζ ろで魚探機を作動すると， ζの
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:F:ig. 5. Horizontal distribution of w晶句rtemperature抗 thesurfa四品nd50 m depth in 
September 1972. 

躍層が上部散乱層，下部散乱層というこ層の散乱層として記録される。沖合の秋生れ群を主体とす

るスルメイカ群の映像は，主として上部散乱層から下部散乱層にかけて記録される。しかし分布密

度の高いと ζ ろでは，下部散乱層よりさらに下の5O-70m層にも分布しているので， 乙の海区で

は分布層を上下二層の散乱層の問のみと限定する ζ とは出来ない。

2. 北部日本海沖合におけるスルメイカおよび散乱層の記録は， 75KHzより 200KHzの方がより明

瞭K記録された。

3. スルメイカ群の航走中における記録は，航速9ノットの場合，前記性能の魚探機によると縦に細

長い紡錘型で，記録でえられた群の大きさは，記録紙から換算すると，進行方向に対して水平に

5-20m，深さの方向K5-10mの広がりをもつものであった。

4. 記録の最深部からみて，生息水温の下限は，従来いわれているものよりもさらに低い 3.0-3.50C

と推測されるが， ζの水温までを生息可能水深としても，日本海沖合は， 日本海固有冷水のためス
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Jレメイカの分布層が極度fL表層附近に圧縮されるのが，乙の海区の特徴といえよう。
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